










５ 出土遺物

土 器 第３９９次調査で出土した土器は整理箱１０箱と少な

く、朝集殿院の性格を反映している。また、包含層出土

のものが多く、いずれも細片である。

瓦 類 今回の調査では瓦類の出土量は少なく、その多

くが奈良時代の遺構検出面より上位の包含層から出土し

たものである。奈良時代の遺構から出土した軒丸瓦・軒

平瓦は、６２８４C（SX１８９４９）、６６６４F（SX１８９５６）が挙げられ

るのみである。

６ ま と め

�東朝集殿前身建物の存否
今次調査の目的のひとつは、東朝集殿SB６０００の前身建

物（掘立柱建物）の存否を確認することであった。こうし

た目的のもと、東調査区での発掘調査を実施したわけだ

が、前身建物となるような掘立柱建物は検出されなかっ

た。これまでに基壇周辺で実施された調査（第２６７次・３５５

次）でも、掘立柱建物は見つかっていない。第３９４次調査

の成果も勘案すると、掘立柱建物は東朝集殿の基壇下に

も、また基壇西方にもなかったことがわかり、現状でそ

の存在を肯定する材料は皆無である。

東朝集殿SB６０００の基壇周辺には狭い未調査地が残っ

ているが、そのような場所に掘立柱建物が存在したとは

やはり考えがたい。基壇東方の未調査地は狭く、第４８次

調査地東端と朝集殿院の東を限る掘立柱塀SA１８５６０との

間隔は約７�にすぎない。また、基壇西南方にも未調査

地が残っているが、こちらは朝集殿院の中軸線に近すぎ

るであろう。つまり東朝集殿SB６０００の前身建物（掘立柱

建物）の推定地としては基壇西方が最も有力だったわけ

だが、そこで建物がみつからない今、前身建物は存在し

なかった可能性が高いことになる。

現状では、奈良時代前半における朝集殿のあり方につ

いて、２通りの解釈が残っている。ひとつめは奈良時代

前半における東朝集殿の存在を否定する解釈であり、も

うひとつは基壇建物SB６０００が、奈良時代前半から東朝集

殿として存在していたとする見解である。しかし残念な

がら、第３９９次調査の知見はいずれの解釈を採るべきか

までを示すものではない。

�旗竿穴列
西調査区中央部で検出されたC期のSX１８９５９～１８９６３・

SX１８９６４～１８９７０は、朝集殿院の中軸付近でこれまでに

検出されてきたものと同じ性格の遺構であり、奈良時代

後半の「旗竿穴」であったと考えられる。それらは朝堂

院南門（第２６５次）にはじまり、今次の調査地および第３７０

次調査地に続いている。また未調査地を挟むが、朝集殿

院南門の門前（第３２６次）でもこれが検出されていること

から、旗竿が南北道路SF１８３７０の路面上に間断なく樹立

されたことがうかがえる。

一方、今回の調査ではSF１８３７０の外側でも旗竿穴SX

１８９４８～１８９５２・SX１８９５３～１８９５８（B期）を検出し、新たな

知見を加えることができた。これらの穴はSD１８９４７より

新しく、C期（奈良時代後半）の遺構より古い。また、SX

１８９５６の出土瓦には神亀・天平年間の軒瓦が含まれるこ

とから、年代の上限はこの頃に求めることができるであ

ろう。

�東西溝SD１８９４７
西調査区北端で検出したSD１８９４７はA期の東西溝で、

今次調査で確認した奈良時代の遺構の中で最も古い。水

流が運んだ土砂によって半ば埋まり、最後には人為的に

埋め立てられたものである。この溝の北側にも平行する

東西溝SD１６９４０があり、SD１８９４７との間隔は７．５�（２５

尺）である。２つの溝はそれぞれが道路の北側溝・南側

溝にあたるとみられ、朝堂院南門の南側に東西方向の道

路があったことを示している。層位的関係から奈良時代

前半の溝と考えることができ、この時期の朝集殿院の利

用状況を考えるうえで重要である。 （森川 実）

表１５ 第３９９次調査出土瓦�類集計表

軒 丸 瓦 軒 平 瓦
型式 種 点数 型式 種 点数
６１２９ A １ ６６６３ C １
６１３９ A １ ？ １
６２２５ B １ ６６６４ F ２

L ３ ６６８８ Ab １
？ １ ６７２１ ？ １

６２８４ C ２ 型式不明 ５
６３１１ Aa １

？ １
型式不明 ５

軒 丸 瓦 計 １６ 軒 平 瓦 計 １１
丸瓦 平瓦 磚 凝灰岩

重量 ７６．４kg ３１１．２kg ０．３kg ２．４kg
点数 ９８７ ４７３８ １ ５

道 具 瓦
鬼 瓦 ３点 面戸瓦 １点 熨斗瓦 １点
ヘラ書丸瓦 １点 刻印平瓦 １点 道具瓦 ２点
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